
地球の資源を大切に！！　再生紙を使用しています。
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勝負は「平常心」で相手の隙を突く。
 １月25日（日）、十文字中学校体育館
にて三奈木少年剣道大会が行われまし
た。団体戦と個人戦が行われ、選手は練
習の成果を発揮し、会場は熱気に包ま
れました。

委員会にて慎重な議論
平成30年度朝倉市当初予算
災害からの復興計画が決定
一般質問　４人が登壇

③ページ

④ページ

⑦ページ

⑧ページ

　今春開校した杷木小学校にランチ
ルームが設置されています。
　他の学年との交流など、様々な行
事の折にランチルームの活用が計画
されています。

ランチルームで
　　　いただきま～す！！
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３月定例会
わたしたちの「あさくら」を取り戻そう
「朝倉市復興計画」を策定

３月定例会
わたしたちの「あさくら」を取り戻そう
「朝倉市復興計画」を策定

2月27日

2月28日
3月01日

2日
5日

6・7日
12・13日

14日

15日
16日
19日
20日

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
○予算審査特別委員会の設置
◇予算審査特別委員会
　（考案日）
　（考案日）
○一般質問（４人）
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇常任委員会
◇予算審査特別委員会
○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の質疑
○朝倉市復興計画審査特別委員会
　の設置
○追加議案等の委員会付託
◇朝倉市復興計画審査特別委員会
◇予算審査特別委員会
◇常任委員会
◇予算審査特別委員会
　（事務整理日）
◇朝倉市復興計画審査特別委員会
○議案等の審議
　（委員長報告　質疑・討論・採決）
○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の審議
　（質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会

会期日程
　

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会

は
、２
月
27
日
に
招
集
さ
れ
、

３
月
20
日
ま
で
の
22
日
間
の

日
程
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
41
議
案
が
上
程

さ
れ
、
入
院
中
の
市
長
に
代

わ
り
、
副
市
長
が
提
案
理
由

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
４
人
の

議
員
が
執
行
部
と
積
極
的
に

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
案
件

ご
と
に
各
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
に
お
い
て
は
予

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
４
日
間
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
朝
倉
市
復
興
計
画

の
議
案
が
追
加
上
程
さ
れ
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
各
委
員
会
か
ら

審
査
結
果
報
告
を
受
け
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、

全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
人

事
案
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、

審
査
の
結
果
同
意
し
、
定
例

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件
　議案等の詳細な審査と結
果の報告を委員会に委ねる
ことを「委員会付託」といい、
付託された委員会は審査の
結果を本会議で報告します。
ここでは各常任委員会で審
査された案件の一部を掲載
しています。

・一般会計
（既定経費の減額や災害による通常事業の縮小、延期、中止による減額、災害復旧事業費の減額等）

○増額補正

　・甘木鉄道安全輸送設備等整備事業負担金

　・各基金積立金

　・災害関連地域防災がけ崩れ対策事業費

　・公共土木災害復旧事業費（道路橋りょう、河川　単独）

　・農林土木災害復旧事業費（農地　単独）

　・公営住宅災害復旧事業費

・簡易水道特別会計

・国民健康保険特別会計　事業勘定

・後期高齢者医療特別会計

………………………………………………………………△３７億７１０万円

………………………………………１４４０万円

……………………………………………………………７億　４５８万円

……………………………………８億７３４３万円

………………１２億１１３５万円

…………………………………６億６９００万円

………………………………………………………９３００万円

…………………………………………………………△５００万円

………………………………………△６２７万円

…………………………………………………△６４０万円

３月補正予算の主なもの
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☆�

職
員
定
数
を
改
正
し
ま
す

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
る
災
害
関
連
業
務

に
対
応
す
る
職
員
を
配
置
す

る
た
め
、
職
員
の
定
数
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。
附
則
に

特
例
を
設
け
、
当
分
の
間
職

員
定
数
の
上
限
を
４
８
６
人

か
ら
５
８
６
人
と
し
、
市
長

事
務
部
局
の
職
員
を
３
９
４

人
か
ら
４
９
４
人
と
し
ま

す
。
各
部
局
の
定
数
も
必
要

に
応
じ
て
相
互
に
流
用
・
調

整
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

災
害
復
旧
に
伴
う
当
面
の
措

置
で
あ
り
、
執
行
部
の
説
明

を
了
と
し
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。

「
朝
倉
市
民
防
災
の
日
」
を

　
　
　
　
　
　
　

定
め
ま
す

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
よ
り

　
　
　

財
政
運
営
の
主
体
が
県
へ

空
家
等
特
別
措
置
法
で

　
　
　

適
切
な
管
理
と
活
用
を

　

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
執

行
部
の
説
明
を
了
と
し
、
全
員

異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

☆�

市
営
住
宅
を
廃
止
し
ま
す

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
災
害
に
よ
り
全
壊
し
、
既
に

取
り
壊
し
が
完
了
し
て
い
る
市

営
住
宅
星
丸
団
地
及
び
松
末
団

地
を
廃
止
し
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
被

災
者
に
寄
り
添
っ
た
公
営
住
宅

建
設
を
期
待
し
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

☆�

市
道
を
認
定
し
ま
し
た

　

水
町
１
号
線
の
市
道
認
定
を

行
い
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

環
境
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ

た
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

☆�

朝
倉
市
民
防
災
の
日
を
定

め
ま
す

　

毎
年
７
月
５
日
を
「
朝
倉

市
民
防
災
の
日
」
と
し
、
平

成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

災
害
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
後
世
に
継
承
す
る

も
の
で
す
。
慰
霊
祭
な
ど
が

計
画
さ
れ
、
詳
細
は
今
後
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
と
共
に
、
全
国
か
ら
の

支
援
に
感
謝
の
意
を
表
す
た

め
に
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
、
地
域
防
災
力
の
向

上
と
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い

取
り
組
み
を
行
い
、
そ
れ
ら

を
市
外
に
も
発
信
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
19
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆�

国
民
健
康
保
険
を
県
と
市
で

運
営
し
て
い
き
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事

業
勘
定
の
予
算
総
額
は
約
73
億

４
千
万
円
で
平
成
29
年
度
と
比

較
し
、
15
・
５
％
の
減
少
で
す
。

こ
れ
は
国
民
健
康
保
険
制
度
改

革
に
よ
っ
て
、
県
が
財
政
運
営

の
主
体
を
担
う
こ
と
か
ら
、
予

算
の
一
部
が
新
た
に
創
設
さ
れ

る
県
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
が
要
因

で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
数
は
１
万
３
４
０

１
人
で
、
平
成
29
年
度
と
比
較

し
、
3.5
％
減
少
の
見
込
み
で
す
。

被
保
険
者
の
減
少
に
伴
い
、
歳

入
で
は
国
民
健
康
保
険
税
で
約

５
３
０
０
万
円
の
減
少
、
歳
出

で
は
保
険
給
付
費
で
約
１
億
５

２
０
０
万
円
の
減
少
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
国

　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
16
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆�

空
家
等
の
適
切
な
管
理
を

　

特
定
空
家
、
老
朽
危
険
空
家

と
な
る
行
為
禁
止
の
ほ
か
、
緊

急
安
全
代
行
措
置
な
ど
空
家
等

の
適
切
な
管
理
に
必
要
な
事
項

を
定
め
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
空

家
の
活
用
に
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。

☆�

水
道
事
業
会
計
予
算

　

給
水
戸
数
は
９
６
７
３
戸
、

一
日
の
平
均
給
水
量
は
７
１
３

３
㎥
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
収

益
的
収
入
６
億
８
６
０
万
１
千

円
、
収
益
的
支
出
５
億
４
５
１

９
万
６
千
円
で
す
。
主
要
な
建

設
工
事
と
し
て
、
配
水
管
災
害

復
旧
工
事
に
６
８
５
１
万
６
千

円
、
道
路
改
良
工
事
等
に
伴
う

配
水
管
布
設
替
工
事
等
に

３
７
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
よ
っ

て
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
が
創
設
さ
れ
、
約
19
億
４
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
金
額

は
県
が
医
療
費
の
総
額
を
見
込

み
、
各
市
町
村
の
医
療
費
水
準

な
ど
か
ら
決
定
さ
れ
ま
す
。
市

の
平
成
28
年
度
の
一
人
あ
た
り

の
医
療
費
は
約
40
万
３
千
円
と

県
内
で
５
番
目
に
高
い
位
置
に

あ
り
、
関
係
課
が
連
携
し
て
医

療
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
平

成
19
年
に
購
入
さ
れ
、
耐
用
年

数
の
６
年
を
超
え
た
、
電
子
内

視
鏡
シ
ス
テ
ム
が
外
来
診
療
及

び
健
診
に
必
要
な
機
器
と
し
て

買
い
か
え
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
電

子
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
の
買
い
か

え
は
朝
倉
診
療
所
に
と
っ
て
必

要
な
こ
と
で
あ
る
と
判
断
し
、

全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

市
道
現
地
確
認
の
様
子

災害復旧に全力を尽くします
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【予算審査特別委員会】

　

災
害
公
営
住
宅
の
詳
細
設

計
や
建
築
工
事
等
に
関
す
る

費
用
で
す
。

　

被
災
し
た
道
路
橋
り
ょ
う

及
び
河
川
を
復
旧
す
る
事
業

で
す
。

　

農
地
、
農
業
用
施
設
及
び

林
道
を
復
旧
す
る
事
業
で

す
。

　

被
災
し
た
農
業
者
の
営
農

再
開
を
支
援
し
ま
す
。

　

災
害
の
廃
棄
物
処
理
や
、

被
災
家
屋
の
撤
去
を
行
う
費

用
で
す
。

　

土
砂
集
積
場
に
搬
入
さ
れ

た
宅
地
内
に
堆
積
し
て
い
た

土
砂
を
処
分
す
る
費
用
で

す
。

　

被
災
者
の
見
守
り
や
相
談

事
業
を
行
い
、
生
活
再
建
を

支
援
し
ま
す
。

　

不
良
空
き
家
の
解
体
撤
去

費
用
に
対
し
て
一
部
を
助
成

し
、
不
良
空
き
家
の
解
体
を

促
進
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ

り
朝
倉
市
に
寄
附
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
対
し
て
、
本

市
の
特
産
品
等
を
お
礼
品
と

し
て
お
送
り
し
ま
す
。

　

被
災
し
た
比
良
松
中
学
校

の
屋
内
運
動
場
基
礎
部
分
復

旧
、
技
術
室
解
体
・
改
築
及

び
流
出
し
た
備
品
の
購
入
費

用
で
す
。

「
不
良
空
家
解
体
撤
去

補
助
事
業
」
に

　
　

２
５
０
０
万
円

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
事
業
」
に

　

２
億
６
８
０
０
万
円

「
比
良
松
中
学
校
災
害

復
旧
事
業
」
に

　

３
億
７
７
０
０
万
円

す
。

　

平
成
30
年
度
の
地
方
財
政

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
中

で
の
予
算
編
成
で
あ
り
ま
し

た
が
、
普
通
交
付
税
等
は
合

併
算
定
替
え
の
段
階
的
な
縮

減
な
ど
に
よ
り
、
一
般
財
源

等
の
増
は
な
い
と
の
見
込
み

で
す
。
こ
こ
数
年
は
財
政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
入
を
行
う

こ
と
な
く
予
算
を
編
成
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
災
害
関
連
事

業
の
財
源
と
し
て
30
億
円
を

繰
り
入
れ
て
財
源
調
整
を
行

い
ま
す
。

　

災
害
前
ま
で
進
め
て
い
た

庁
舎
建
設
、
総
合
的
体
育
施

設
建
設
、
秋
月
小
中
一
貫
校

建
設
な
ど
の
大
型
事
業
に
つ

い
て
は
一
時
凍
結
と
し
、
維

持
管
理
費
等
の
み
の
計
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
災
害

復
旧
や
復
興
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
共
に
、
市
の

財
政
状
況
や
国
の
合
併
特
例

事
業
債
期
間
延
長
な
ど
の
状

況
を
判
断
し
て
、効
率
良
く
、

効
果
の
あ
る
行
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

３
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で

の
４
日
間
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
き
、
平
成
30
年

度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
を

審
査
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
４
月
に
行
わ

れ
た
市
長
選
挙
に
伴
い
、
政

策
的
な
経
費
を
除
い
た
必
要

最
小
限
の
経
費
だ
け
を
計
上

す
る
「
骨
格
予
算
」
と
し
て

の
編
成
が
行
わ
れ
、
予
算
規

模
は
４
６
０
億
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
額

は
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算

額
３
０
７
億
１
千
万
円
と
比

較
し
て
も
、
１
５
２
億
９
千

万
円
、
49･

79
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因

と
し
て
は
、
昨
年
発
生
し
た

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
災
害
か
ら
早
急
に
復
旧
・

復
興
事
業
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
約
２
１
２
億

４
４
０
０
万
円
の
災
害
関
連

予
算
が
計
上
さ
れ
た
た
め
で

す
。
平
成
29
年
度
か
ら
の
繰

越
明
許
費
と
合
わ
せ
る
と
、

災
害
関
連
経
費
は
約
３
３
３

億
円
と
な
り
、
骨
格
予
算
と

は
い
え
ど
も
、
過
去
最
大
級

の
予
算
措
置
と
な
っ
て
い
ま

「
災
害
等
廃
棄
物
処
理

事
業
」
に

23
億
１
１
２
９
万
円

「
堆
積
土
砂
排
除
事
業
」

に
11
億
８
８
８
０
万
円

「
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
」
に

２
７
０
６
万
円

「
災
害
公
営
住
宅
建
設

事
業
」
に

14
億
５
３
２
９
万
円

「
道
路
橋
り
ょ
う
・
河

川
災
害
復
旧
事
業
」
に

85
億
５
０
０
０
万
円

被
災
し
た
農
業
者
へ
の

「
被
災
者
支
援
事
業
」

に
３
億
３
７
２
５
万
円

予算審査特別委員会
骨格予算ではあるが
一般会計当初予算規模は 460億円
災害関連経費により大幅増

「
農
地
・
農
業
用
施
設
・

林
道
災
害
復
旧
事
業
」

に
50
億
２
３
６
３
万
円
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区　　分

一般会計（１）

特別会計　小計（２)　　

　　住宅新築資金等貸付

　　簡易水道

国民健康保険

　　　　　事業勘定

　　　　　直診勘定

　　後期高齢者医療

　　介護保険

　　工業用地造成事業

企業会計　小計（３)　　

　　工業用水道事業

　　水道事業

　　下水道事業

合計（１）＋（２）＋（３)

※万円未満切り捨てのため、計が一致していません。

平成29年度
当初予算額（A)

307億1000万円

158億5813万円

779万円

7723万円

89億7048万円

86億8310万円

2億8737万円

9億0114万円

59億0062万円

84万円

54億9502万円

4億8506万円

7億4697万円

42億6299万円

520億6315万円

460億0000万円

142億9853万円

675万円

5922万円

76億1818万円

73億4055万円

2億7763万円

8億9796万円

57億1598万円

43万円

52億3478万円

5億2467万円

7億8530万円

39億2480万円

655億3332万円

152億9000万円

△15億5959万円

△103万円

△1801万円

△13億5229万円

△13億4255万円

△974万円

△318万円

△1億8464万円

△41万円

△2億6024万円

3960万円

3833万円

△3億3818万円

134億7016万円

49.79％

△ 9.83％

△ 13.34％

△ 23.32％

△ 15.07％

△ 15.46％

△ 3.39％

△ 0.35％

△ 3.13％

△ 49.17％

△ 4.74％

8.17％

5.13％

△ 7.93％

25.87％

平成30年度
当初予算額（B)

対前年度比較

増減額（B)－（A) 増減率

一般会計当初予算　460.0 億円 
特別会計当初予算　142.9 億円

（前年：307.1 億円）  
（前年：158.5 億円）

企業会計当初予算　　52.3 億円（前年：　54.9 億円）
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平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
４
日
間
の

日
程
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
中
で
行
わ
れ
た
質
疑
と
答
弁
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

秋
月
博
物
館
の
入
館
者

に
つ
い
て
平
成
30
年
度

計
画
値
３
万
人
、
平
成

29
年
度
は
１
万
２
５
０

０
人
と
な
っ
て
い
る
が

計
画
ど
お
り
に
入
館
者

数
は
増
え
て
い
る
の

か
。

秋
月
博
物
館
開
館
後
の

入
館
者
数
は
平
成
29
年

12
月
９
日
に
１
万
人
を

達
成
し
、
平
成
30
年
２

平
成
29
年
７
月
九
州
北

部
豪
雨
に
よ
っ
て
被
災

さ
れ
た
方
の
生
活
困
窮

へ
の
対
策
、
自
立
支
援

の
手
だ
て
が
必
要
で
は

な
い
か
。

平
成
29
年
７
月
九
州
北

部
豪
雨
災
害
を
受
け
、

本
事
業
は
計
画
的
に
進

め
る
べ
き
重
要
な
事
業

で
は
な
い
の
か
。

　

平
成
29
年
度
と
同
じ

件
数
で
計
画
さ
れ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

平
成
30
年
度
の
市
税
等

滞
納
整
理
の
た
め
発
送

す
る
催
告
書
の
件
数
が

平
成
29
年
度
に
比
べ
千

件
減
っ
て
い
る
。

　

こ
の
減
少
の
要
因
は

何
か
。

年
々
、
滞
納
整
理
が
進

み
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
滞
納
者
数
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
要
因

で
あ
る
。

秋
月
博
物
館
の
入
館
者
の
状
況
は

平
成
30
年
２
月
末
現
在
、

入
館
者
数
１
万
２
１
０
９
人
で
あ
る

QA

豪
雨
災
害
を
受
け
、
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移

転
補
助
は
重
要
な
事
業
で
は
な
い
の
か

市
税
等
滞
納
整
理
に
係
る
催
告
書
発
送
件
数
の

減
少
の
要
因
は

重
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
滞
納
者
数
が
減
っ
て
い
る

QQ

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た

方
へ
の
自
立
支
援
策
は

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
で
相
談
対
応
な
ど
を

行
う

QA

AA

Q

Q

QQ

Q

A

A

AA

A

月
末
現
在
１
万
２
１
０
９

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
月
に
開
館
記
念
の
特

別
展
は
開
催
で
き
な
か
っ

た
が
、
平
成
29
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
に
関
す
る
特

集
展
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
ま
た
、
今
後

は
桜
の
開
花
時
期
を
迎
え

る
の
で
入
館
者
数
は
増
加

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

地域支え合いセンターは被災された方を訪問し
見守り支援などを行います。

被
災
さ
れ
た
方
に
対
し

て
は
様
々
な
相
談
に
応

じ
る
地
域
支
え
合
い
セ

ン
タ
ー
を
設
立
し
て
お

り
、
セ
ン
タ
ー
で
話
を

伺
い
、
関
係
機
関
に
つ

な
い
で
い
く
。

豪
雨
災
害
を
受
け
、
本

事
業
が
非
常
に
重
要
な

事
業
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
相
談
に
応
じ

て
予
算
の
補
正
な
ど
で

対
応
し
た
い
。

現
年
度
収
納
率
は
98
・

７
％
を
計
画
し
て
い
る

が
、
滞
納
整
理
の
状
況

は
。

給
与
の
差
し
押
さ
え
を

重
点
項
目
の
一
つ
と
考

え
て
い
る
。
給
与
の
差

し
押
さ
え
に
よ
り
、
勤

務
し
て
い
る
期
間
は
市

税
等
の
徴
収
に
つ
な
が

る
こ
と
が
滞
納
の
減
少

に
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

※
１

※
１
…
が
け
地
な
ど
の
自
然
災
害
の
危
険
性
が
高
い
土
地
か
ら
居
住
者
の
自
助

努
力
に
よ
っ
て
住
宅
の
移
転
を
す
る
際
に
移
転
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

秋月博物館は秋月の四季と
魅力的な展示でお待ちしています。
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Q

QQ

Q A

AA

A

朝倉市復興計画審査特別委員会

一日も早く平穏な生活と美しい朝倉を取り戻す
朝倉市復興計画

　

朝
倉
市
復
興
計
画
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
朝
倉

市
復
興
計
画
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

朝
倉
市
復
興
計
画
は
特
に

被
害
が
大
き
い
「
松
末
」、「
杷

木
」、「
久
喜
宮
」、「
志
波
」、「
朝

倉
」、「
高
木
」、「
三
奈
木
」

及
び
「
蜷
城
」
地
区
で
行
わ

れ
た
地
区
別
復
旧
・
復
興
推

進
協
議
会
や
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
、
住
民
説
明
会
及
び
各

地
区
の
集
落
会
議
な
ど
を
通

し
て
貴
重
な
ご
意
見
を
頂

き
、
復
興
計
画
策
定
委
員
会

で
協
議
が
行
わ
れ
、
市
民
の

思
い
、
願
い
を
込
め
て
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
計
画
の
策
定
に

は
国
、
県
、
大
学
及
び
関
係

機
関
の
方
々
に
も
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

朝
倉
市
復
興
計
画
は
一
日

も
早
く
平
穏
な
生
活
と
美
し

い
朝
倉
を
取
り
戻
す
た
め
に

復
興
の
理
念
を
定
め
、
今
後

取
り
組
む
べ
き
復
旧
・
復
興

の
た
め
の
基
本
施
策
を
体
系

的
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
「
山
・
水
・
土
、
と
も
に

生
き
る
朝
倉
」
を
復
興
ビ
ジ

ョ
ン
に
掲
げ
、
３
つ
の
基
本

理
念
の
も
と
に
市
全
体
を
対

象
と
し
た
基
本
施
策
を
定
め
、

そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
市
内
全

域
を
９
地
区
に
分
け
、
各
地

区
の
状
況
に
応
じ
て
詳
細
な

取
組
方
針
を
定
め
た
地
区
別

計
画
に
よ
っ
て
本
計
画
は
構

成
さ
れ
て
お
り
、
市
民
に
寄

り
添
っ
た
復
旧
と
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

復
旧
・
復
興
は
「
市
民
と

市
」
が
主
体
と
な
っ
て
、
国
、

県
、
関
係
機
関
等
と
協
働
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
復
旧
・
復
興
の
進
捗

に
応
じ
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
な
ど
が
生
じ
れ
ば
柔
軟
性

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

　

委
員
会
で
は
、
朝
倉
市
復

興
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
被
害
が
特
に
大
き
か
っ

た
８
地
区
に
地
区
別
復
旧
・

復
興
推
進
協
議
会
を
設
置

し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
な
ど
に
よ
り
市
民
の
意

見
が
十
分
に
踏
ま
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
復
興
計

画
策
定
委
員
会
に
お
い
て
十

分
に
議
論
さ
れ
、
策
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
本
計
画
が

今
後
の
復
旧
・
復
興
に
極
め

て
重
要
な
計
画
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

思
い
・
願
い
が

込
め
ら
れ
た
復
興
計
画

市
民
に
寄
り
添
う

復
旧
・
ま
ち
づ
く
り

復
旧
・
復
興
の

主
体
は
市
民
と
市

特
別
委
員
会

　
　
　
　

質
疑
の
概
要

審
査
の
結
果

二
次
災
害
の
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
危
険
箇
所

の
把
握
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は

地
域
の
方
々
か
ら
の
情

報
に
基
づ
い
た
踏
査
や

国
・
県
が
得
た
情
報
の

市
へ
の
提
供
な
ど
に
よ

り
で
き
る
限
り
情
報
把

握
に
努
め
、
市
の
対
応

状
況
や
得
ら
れ
た
危
険

箇
所
の
情
報
を
地
域
に

提
供
し
て
い
き
た
い
。

地
域
防
災
力
の
向
上
の

た
め
、
情
報
伝
達
手
段

の
検
討
、
強
化
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

災
害
の
危
険
を
前
に
し

た
情
報
の
伝
達
は
出
水

期
対
策
の
中
で
も
極
め

て
重
要
な
も
の
で
計
画

を
前
倒
し
し
て
検
討
し

て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
が
届

か
な
い
所
に
つ
い
て
は

工
事
し
て
い
る
が
、
ハ
ー

ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
ま

ず
は
危
険
度
に
応
じ
た

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た

後
に
音
声
放
送
す
る
な

ど
の
伝
達
方
法
や
テ
レ

ビ
放
送
に
危
険
情
報
の

テ
ロ
ッ
プ
を
表
示
し
て

も
ら
う
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ

リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
の
情

報
伝
達
手
段
の
周
知
徹

底
に
努
め
た
い
。

自
主
的
な
す
ま
い
の
再

建
が
極
め
て
困
難
な
方

へ
の
対
応
は
ど
う
す
る

の
か
。

す
ま
い
の
提
供
方
法
に

つ
い
て
は
災
害
公
営
住

宅
の
ほ
か
、
既
存
の
公
営

住
宅
の
空
き
室
な
ど
も

あ
る
。

　

今
後
、
二
次
意
向
調
査

の
中
で
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
市
が
対
応
可
能
な
メ

ニ
ュ
ー
と
の
す
り
合
わ

せ
を
行
い
な
が
ら
で
き

る
限
り
き
め
細
か
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
マ
ッ
プ
の
見

直
し
の
た
め
に
は
、
上
流

の
地
域
な
ど
の
関
連
す

る
情
報
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
自
主
防
災
マ
ッ
プ

の
策
定
中
で
あ
り
、
国
・

県
か
ら
の
情
報
等
を
で

き
る
限
り
分
か
り
や
す

く
掲
載
し
て
た
た
き
台

と
し
、
更
に
地
域
で
考
え

て
い
た
だ
く
方
法
を
取

り
、
地
域
の
方
々
と
十
分

に
協
議
し
た
上
で
策
定

し
た
い
。



9 8

あさくら市議会だより 【一般質問】平成30年5月15日号

市
政
を
問
う

復
興
への
思
い
を
胸
に
質
問
に
立
つ

質
問
者
4
人
、傍
聴
者
10
人

市
政
を
問
う

　一般質問は、年４回開催
される定例会の中で行われ
ます。
　ここに掲載したものは抜
粋ですので、全文につきまし
ては、会議録を閲覧される
か、市議会のホームページ
でご確認ください。

　
　

寺
内
ダ
ム
治
水
計
画
の
検

証
が
必
要
。
災
害
時
に
満
水
で

あ
っ
た
場
合
の
放
流
量
見
込
み

は
。

　
　

災
害
技
術
検
討
会
で
の
想

定
で
は
、
ダ
ム
の
洪
水
調
整
機

能
が
な
け
れ
ば
、
佐
田
川
下
流

に
１
５
０
０
ha
、
１
１
０
０
戸

の
浸
水
被
害
。
今
回
は
最
大
流

入
量
８
８
０
㎥
／
秒
を
調
整

し
、
下
流
域
を
守
っ
た
。

　
　

氾
濫
す
る
可
能
性
の
あ
る

場
所
の
検
証
は
。

　
　

検
証
作
業
に
は
入
っ
て
い

る
。
一
日
も
早
く
結
果
を
報
告

す
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
う
。

　
　

佐
田
川
の
氾
濫
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
や
、
住
民
へ
の
情

報
伝
達
手
段
は
。

　
　

ど
う
い
っ
た
と
き
に
避
難

す
る
か
と
い
っ
た
様
々
な
情
報

は
大
変
重
要
で
あ
り
、
多
く
の

情
報
を
入
手
し
、
関
係
地
域
に

そ
れ
を
発
信
し
て
い
く
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
目
標
と
具
体
的
な
中

身
は
。

　
　

出
水
期
対
策
に
向
け
て
、

危
険
箇
所
の
認
識
、
避
難
所
、

避
難
経
路
、
避
難
基
準
な
ど
の

確
認
を
基
に
指
針
を
定
め
る
。

　
　

災
害
に
備
え
て
防
災
リ
ュ

ッ
ク
な
ど
の
備
え
が
必
要
だ
。

　
　

集
落
で
孤
立
し
た
と
き
に

非
常
食
な
ど
が
入
っ
た
非
常
用

持
ち
出
し
袋
を
持
っ
て
避
難
す

る
よ
う
に
勧
め
る
。
防
災
意
識

が
高
ま
る
よ
う
に
地
道
な
活

動
、
運
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

自
主
避
難
所
の
考
え
方
は
。

　
　

重
要
性
を
認
識
し
て
い

る
。
地
域
と
協
議
を
行
い
、
十

分
に
調
整
し
て
い
く
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
予
算
配

分
や
人
員
の
考
え
方
を
見
直
す

べ
き
だ
。

　
　

活
動
の
実
態
を
鑑
み
、
活

動
助
成
金
を
見
直
し
、
運
営
が

行
い
や
す
く
な
っ
た
。
職
員
は

基
本
的
に
は
３
人
だ
が
、
人
口
、

世
帯
数
、
セ
ン
タ
ー
利
用
人
数

な
ど
を
検
討
し
、
事
務
局
職
員

の
配
置
を
考
え
直
し
て
い
く
。

柴山 恭子 議員
質問項目
１　ダムの治水計画検証について
２　防災対策について
３　学校教育について
４　コミュニティについて

Q
突
発
的
な
災
害
で
ダ
ム
は
壊
れ
な
い
の
か 

安
全
か

A
ダ
ム
本
体
構
造
は
厳
密
に
施
設
管
理
さ
れ
て
い
る

Ｑ

A

A

A

A

A

A

AＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ダムは調整機能で下流域
を守った（写真 佐田川橋）
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災
害
に
よ
り
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
世
帯
へ
の
、

き
め
細
や
か
な
情
報
の
提
供
は

重
要
で
あ
る
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
「
あ
さ
く
ら
さ

い
が
い
Ｆ
Ｍ
」
が
開
設
さ
れ
て

い
る
が
、
放
送
受
信
地
域
が
狭

く
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
。

も
っ
と
広
範
囲
に
性
能
良
く
放

送
で
き
な
い
か
。

　
　

被
害
の
大
き
か
っ
た
杷
木

地
域
限
定
の
臨
時
放
送
局
と
し

て
総
務
省
が
設
置
し
て
い
る
。

出
力
を
大
き
く
し
た
り
、
場
所

の
移
動
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

杷
木
小
学
校
跡
地
に
災
害

公
営
住
宅
34
戸
、
公
営
住
宅
20

戸
、
石
の
橋
住
宅
跡
地
に
災
害

公
営
住
宅
14
戸
の
建
設
が
集
合

住
宅
構
造
で
計
画
さ
れ
た
。

　

被
災
者
が
望
む
戸
建
て
住
宅

を
建
設
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

松
末
・
久
喜
宮
・
志
波
な
ど
、

被
災
地
域
で
の
建
設
は
で
き
な

い
か
。

　
　

市
の
所
有
地
で
、
急
ぎ
建

設
可
能
な
所
に
集
合
住
宅
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

二
次
意
向
調
査
を
行
い
、
戸
建

て
の
ニ
ー
ズ
や
各
地
域
で
建
設

可
能
な
安
全
な
場
所
の
す
り
合

わ
せ
を
行
い
、
計
画
を
進
め
て

い
く
。

　
　

昨
年
の
豪
雨
で
発
生
し
た

流
木
・
土
砂
が
山
や
河
川
に
大

量
に
残
さ
れ
て
い
る
。
出
水
期

を
控
え
、
５
月
ま
で
に
河
川
の

流
木
・
土
砂
を
撤
去
し
、
そ
の

時
に
手
の
届
く
と
こ
ろ
は
取
り

除
く
と
説
明
し
た
が
実
行
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。
自
衛
隊

の
派
遣
を
要
請
で
き
な
い
の

か
。

　
　

こ
と
し
の
出
水
期
に
お
け

る
二
次
災
害
の
防
止
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
自
衛
隊
を
初
め

と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
命
を
守

る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
と
し

て
、
様
々
な
基
準
の
見
直
し
、

避
難
所
の
見
直
し
、
避
難
訓
練

の
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　
　

杷
木
統
合
新
設
小
学
校
東

側
の
池
田
川
の
安
全
対
策
は
降

雨
量
10
年
確
率
で
、
西
側
の
寒

水
川
は
降
雨
量
50
年
確
率
で
あ

る
。
通
学
路
で
あ
り
、
避
難
所

へ
の
避
難
道
路
に
も
な
る
。

　

安
全
対
策
が
10
年
と
50
年
と

違
っ
て
い
て
い
い
の
か
。

　
　

池
田
川
は
10
年
に
１
度
の

確
率
で
整
備
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
て
い
る
。
平
成
29
年
７
月

九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
は
河
川

が
壊
れ
て
い
な
い
。

　
　

今
回
は
普
通
の
災
害
と
は

違
う
。
時
間
が
無
い
。
職
員
が

足
り
な
い
。
だ
か
ら
、
住
民
の

方
と
一
緒
に
協
力
体
制
を
つ
く

る
こ
と
が
一
番
。
そ
の
た
め
に

住
民
説
明
会
が
必
要
だ
。

　
　

住
民
説
明
会
の
定
義
で
差

異
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
、
工
種
に
応

じ
て
、
地
域
ご
と
の
説
明
は
行
っ

て
い
く
。

　
　

被
災
後
か
ら
二
次
災
害
防

止
に
つ
い
て
ず
っ
と
お
願
い
し

て
き
て
い
る
。
今
ま
で
ど
う
動

い
て
き
た
の
か
。
梅
雨
ま
で
に

具
体
的
に
何
が
で
き
る
の
か
。

主
観
的
な
事
で
は
な
く
、
客
観

的
に
何
を
し
た
の
か
。

　
　

具
体
的
に
こ
の
河
川
が
い

つ
ま
で
に
ど
う
な
る
と
い
う
こ

と
は
言
え
な
い
が
、
情
報
は
決

定
次
第
順
次
提
供
し
て
い
く
。

　
　

自
衛
隊
の
派
遣
要
請
に
つ

い
て
、
１
月
16
日
の
議
会
全
員

協
議
会
で
も
お
願
い
し
た
が
、

可
能
性
は
ど
う
な
の
か
。

　
　

地
域
か
ら
の
要
望
書
を
受

け
て
、
県
や
自
衛
隊
と
協
議
し

て
い
る
。

　
　

復
興
計
画
策
定
委
員
会
の

「
寄
り
添
う
」
で
計
画
を
ど
う
変

え
た
か
。

　
　
「
家
が
ど
う
な
る
。
査
定
結

果
は
。
出
水
期
に
向
け
て
の
対
策

は
。
喫
緊
の
課
題
が
見
え
て
こ
な

い
。
情
報
開
示
が
足
り
な
い
。」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
住
民
と
の

距
離
感
を
感
じ
た
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
に
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い

く
。

佐々木 明子 議員
質問項目
１　平成 29 年７月九州北部豪雨
　　災害復旧・復興について

Q
災
害
公
営
住
宅
建
設
に
被
災
者
の
希
望
を
考
慮
せ
よ

A
二
次
意
向
調
査
を
行
い
、
計
画
を
進
め
て
い
く

Ｑ

AA ＱＱ

A

Q
二
次
災
害
防
止
の
た
め
の
自
衛
隊
の
派
遣
に
つ
い
て

A
県
や
自
衛
隊
と
協
議
し
て
い
る

冨田 栄一 議員
質問項目
１　杷木新設小学校と池田川「10 年
　　に１度の降雨量対策」について
２　激甚災害査定について
３　二次災害対策について
４　朝倉市復興計画について

Ｑ

AA ＱＱ

A

朝倉市復興計画から

杷木星丸に建設された

砂防堰
えんてい

堤

AA ＱＱ
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復
興
は
現
状
復
旧
で
は
な

く
、
市
民
が
希
望
を
持
て
る
ま

ち
の
発
展
を
描
き
出
し
実
行
す

る
こ
と
。
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な

く
長
期
的
な
視
点
で
の
人
口
減

少
対
策
、
地
域
の
将
来
を
担
う

人
材
確
保
、
地
域
経
済
社
会
の

活
力
の
維
持
・
拡
大
及
び
広
域

的
な
地
域
振
興
な
ど
の
対
策
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

大
事
な
課
題
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
朝
倉
市
の
フ
ァ
ン
を

増
や
す
施
策
を
復
旧
と
合
わ
せ

て
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

復
興
計
画
を
進
め
る
上
で
、

若
者
・
女
性
等
の
参
画
に
よ
る

地
域
づ
く
り
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
民
間
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
と
の
連
携
・
協
働
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

地
域
の
将
来
を
担
う
若
者

や
女
性
の
意
見
を
大
切
に
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

維
持
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
を

整
備
し
、
住
ま
い
と
暮
ら
し
の

再
建
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
図
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　

復
興
計
画
推
進
委
員
会

（
仮
称
）
の
設
置
目
的
は
。

　
　

住
民
に
情
報
を
提
供
し
、

必
要
に
応
じ
て
施
策
の
見
直
し

や
、
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
提

言
を
行
い
、
柔
軟
性
を
持
っ
て

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
。

　
　

４
月
か
ら
の
職
員
体
制
に

つ
い
て
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

各
自
治
体
に
要
請
し
体
制

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
が
、
希

望
す
る
人
員
数
に
は
届
い
て
い

な
い
。

　
　

激
務
の
中
で
ス
ト
レ
ス
ケ

ア
や
労
働
環
境
改
善
は
大
事
だ

と
思
う
が
対
策
は
。
病
休
時
の

人
員
の
補
充
は
十
分
か
。

　
　

産
業
医
に
よ
る
健
康
相
談

を
充
実
し
、
健
康
配
慮
の
面
か

ら
休
暇
が
取
得
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
努
め
た
い
。
病
休
時
は

臨
時
職
員
等
を
補
充
し
て
い

る
。

大庭 きみ子 議員
質問項目
１　�平成 29 年７月九州北部豪雨災

害復興について
２　�平成 30 年４月からの組織機構

について

Q
朝
倉
市
復
興
計
画
の
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

A
朝
倉
市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
施
策
に
取
り
組
む

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ AAA

AA

　

次
の
方
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

人
事
案
件

人
事
案
件

朝
倉
市
監
査
委
員

田た
は
ら原　

誓ち
か
な
り成　

氏

（
筑
紫
野
市
）

朝
倉
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

今い
ま
む
ら村　
　

良
り
ょ
う　

氏

（
頓
田
）

小こ
ば
や
し林
由ゆ

み

こ
美
子　

氏
（
堤
）

手て
し
ま嶋　
　

功
い
さ
お　

氏
（
堤
）

山や
ま
さ
き﨑　

善よ
し
か
つ勝　

氏

（
甘
水
）

井い
の
う
え上　

博ひ
ろ
ゆ
き之　

氏

（
長
渕
）

草く
さ
ば場　

雅ま
さ
の
り徳　

氏

（
下
浦
）

朝倉市復興計画が
策定された

インターネットで
議会を見てみませんか!!
議場で行われる会議の様子をインター
ネットでご覧いただけます。また、会議
録、市議会だより、本会議の録画映像も
掲載しています。朝倉市のホームページ
（http://www.city.asakura.lg.jp/）から「市
議会」をクリックし、お進みください。（使
用機器によっては視聴できないことがあ
ります。）

ここを
クリック
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７月５日を「朝倉市民防災の日」とするもの

平成30年度から平成32年度までの介護保険料率を
定め、並びに介護保険法の一部改正及び介護保
険法施行令の一部改正に伴い、規定の整理を行う
もの

介護保険法及び指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準の一部改正
に伴い、規定の整備を行うもの

10



13 12

あさくら市議会だより平成30年5月15日号 【議案等の審議結果】

介護保険法及び指定地域密着型介護予防サービ
スの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に
伴い、規定の整備を行うもの

持続可能な医療保険制度を構築するための国民健
康保険法等の一部を改正する法律により、高齢者
の医療の確保に関する法律の一部が改正されるこ
とに伴い、規定の整理を行うもの



13 12

あさくら市議会だより 平成30年5月15日号【議案等の審議結果】

都市緑地法等の一部を改正する法律の施行に伴う
関係政令の整備等に関する政令による都市公園法
施行令の一部改正に伴い、都市公園の運動施設
に関する基準を定めるもの

平成29年７月九州北部豪雨により施設が被災し、
朝倉市荷原字鬼ケ城への簡易水道による給水が終
了したことに伴い、規定の整理を行うもの



6月12日

13・14日
15・18日

19日

20～22日
25・26日

27日

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
 (考案日)
○一般質問
○一般質問
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
（事務整理日）
○議案等の審議
（委員長報告 質疑・討論・採決）
◎閉会

※6月７日(木)開催予定の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

６月議会
会期日程（予定）

６
月
定
例
会
の
会
期
日
程
は
、
６
月
２
日(

金)

開
催
予
定
の
議

会
運
営
委
員
会
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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あさくら市議会だより

　

３
月
定
例
会
で
議
決
し
た

「
朝
倉
市
復
興
計
画
」
は
、
本

市
が
今
後
復
旧
・
復
興
に
取

り
組
ん
で
い
く
大
事
な
指
針

と
な
り
ま
す
。

　

市
の
喫
緊
の
懸
念
は
、
出

水
期
（
梅
雨
時
）
に
お
け
る

土
砂
災
害
で
す
。
市
も
懸
命

に
復
旧
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
再
発
生
の
心
配
が
あ

る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
な
ど
に
よ
る
地
域

で
の
避
難
訓
練
な
ど
、
早
目

の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

４
月
15
日
の
市
長
選
挙
で

林
裕
二
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
も
今
福
勝
義
議
員

の
死
去
を
受
け
、
補
欠
選
挙

で
渡
辺
毅
議
員
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。
17
名
の
新
し
い
議

会
構
成
で
来
年
４
月
ま
で
活

動
し
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
朝
倉
市
実
現

の
た
め
に
、
市
議
会
と
し
て

も
我
々
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
、
市
民
に
寄
り

添
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

広
報
委
員
会　
　

　

委
員
長　
　

村
上
百
合
子

　

副
委
員
長　

重
松　

一
英

　

委
員　
　
　

浅
尾　

静
二

　

委
員　
　
　

堀
尾　

俊
浩

　

委
員　
　
　

佐
々
木
明
子

甘
木
・
朝
倉
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
議
会
議

員
選
挙

　

今
福
勝
義
議
員
の
ご
逝

去
に
よ
り
空
席
と
な
っ

た
、
甘
木
・
朝
倉
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
議
会
議

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

長
の
指
名
推
選
に
よ
り
、

小
島
清
人
議
員
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
福
勝
義
議
員
が
３
月
８

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す

朝
倉
市
議
会

　

平
成
30
年
４
月
15
日
執
行
の

朝
倉
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で

渡
辺
毅
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
福
勝
義
委
員
長
が
ご
逝
去

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
村
上
百
合

子
委
員
が
新
た
に
委
員
長
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
名
の
議
員
の
失
職
な
ど
に

よ
り
委
員
会
の
構
成
の
一
部
変

更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
民
生
常
任
委
員
会

　
　

◎
小
島　

清
人

　
　

○
重
松　

一
英

　
　
　

梶
原　

康
嗣

　
　
　

大
庭　

き
み
子

　
　
　

和
田　

庄
治

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　
　

◎
鹿
毛　

哲
也

　
　

○
村
上　

百
合
子

　
　
　

手
嶋　

栄
治

　
　
　

稲
富　

一
實

　
　
　

堀
尾　

俊
浩

　
　
　

渡
辺　
　

毅

※
◎
は
委
員
長
。
○
は
副
委

員
長
。
構
成
に
変
更
が
あ
っ

た
委
員
会
の
み
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

【
所
属
委
員
会
】

　
　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

今
回
、
議
員
の
失
職
に
よ

り
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
公
職
選
挙
法
の
規
定

に
よ
り
補
欠
選
挙
の
定
数
が

１
名
に
決
定
し
た
後
に
更
に

１
名
の
議
員
が
失
職
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
補
欠
選
挙
後
も

議
員
定
数
18
人
に
対
し
１
人

が
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
議
員
の
紹
介

議
会
構
成
等
の

一
部
変
更
が
あ
り
ま
す

広
報
委
員
会

委
員
長
が
変
わ
り
ま
し
た

渡わ
た
な
べ辺　

毅つ
よ
し（

小
田
）


